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年 1 回目、2000 年 27 回目、57 年の出生 1,000 人
に対する死亡数 69.6）において大きな成果を収め、
全国に名を轟かせたのが旧沢内村の教育長（54
～ 56 年）、助役（56 ～ 57 年）を経て村長（57 ～




















































後の 1960 年（昭和 35 年）から実施されたのが老
人医療の窓口負担無料化、すなわち 65 歳以上の






































































































　①国保支出総額（例えば 1965 年度約 4 千万
円）に占める保健活動費（国保分）の比重は 61
～ 65 年度の順で 8.5％、11.0％、12.8％、12.2％、




は 64 年度の 6,937 千円（61 年度 1,500 千円）ま




円、県平均 1,201 円）、繰入額（1,324 円）も最
高であるのに対して、年間受診率や外来診療費
（3,808 円、同 2,683 円）は隣接の湯田町（現西和

















































































６．母子家庭に対する医療費給付（県 1 ／ 2 助成） 48．4．1
７．妊産婦に対する医療費給付（　　　〃　　　） 48．4．1
８．寡婦に対する医療費給付 57．11．1





　　２）乳幼児健診（  〃  ） 32．4．1
　　３）胃腸病検診（一部補助） 39．4．1
　　４）婦人科検診（  〃  ） 42．4．1
　　５）出稼者健診（無料） 46．10．1
　　６）一般健康検診（ 〃 ） 58．4．1
　　７）総合成人病検診（一部補助） 52．4．1
（注）60 歳以上に対する医療費 10 割給付は昭和 46 年以降、国保だけでなく、社会保険等全保険加入者に実施されている。




























































































































また、村民 1 人当たりの老人医療費は昭和 40 年
代なかば以降、全国平均を大幅に下回るようにな
り、昭和 55 年度（80 年度）「176,236 円であった。








が黒字続きとなったためだ。1 世帯平均税額 9 万



































































保村長の次にあたり、1956 ～ 73 年に教育長を務
めていたが、彼は 73 年の就任時に、村民総参加
の村政、生命尊重の伝統遵守を高らかに掲げ、結


















































































1986 年度予算において国保税が 85 年度当初予算








が一層困難になるなかで（例えば 1975 ～ 78 年度
常勤医師 1 人）、国保被保険者 1 人当たり医療費





徐々に上昇していく（91 年度 1 人当り医療諸費
一般分県内 37 位、老人分同 13 位）。　　
　第五に、1980 年代後半といえば、農村・過疎
地域は高齢社会（高齢化率 14％）を続々と迎え、
沢内村では 80 年 15.6％、90 年 20.8％にまで及び、
福祉（介護）のあり方が強く問われ始めたが、厚





























































































つになり、平均在院日数は 1974 年に 31.5 日であっ
































































































































































































































































　一般会計歳出総額は 1986 年度 1,972 百万円か
ら 92 年度 3,377 百万円まで一貫して増大し、93
年度 4,358 百万円、94 年度 3,232 百万円、95 年度
3,696 百万円、96 年度 4,599 百万円、97 年度 4,320
百万円、98 年度 4,763 百万円、99 年度 5,249 百万
円（最高）で増減を繰り返し、2000 年度 4,068
百万円から 04 年度 3,631 百万円まで減少してい
るのに対して、老人医療費 10 割給付村単独分
（民生費）は 86 年度 12.5 百万円から 98 年度 53.1
百万円まで増加し続け、99 年度以降増減しなが




年度 23.7 百万円から 96 年度 27.1 百万円まで増減
し、その後、97、99 年度の約 2.9 千万円を除けば、
2004 年度まで 3.1 千万円程度で変わりなく推移し
ている（表 3）。人間ドックは 90 年から対象を従
来の 35 ～ 59 歳に 60 歳以上も加えた。
　繰出金（民生費、衛生費）をみると国民健康保
険特別会計分は 1992 ～ 94 年度の 3.6 千万円前後
まで増大し、その後、01 年度まで 2.0 千万円を超
えず、04 年度 37.7 百万円まで増加している。ま
た老人保健特会分はおおよそ一貫して増加し、04
年度 36.1 百万円であり、病院会計分は 89 年度ま
で 4.1 千万円前後で推移し、90 年度 71.8 百万円、
91 ～ 97 年度 101 ～ 144 百万円、98 ～ 2004 年度















ホーム「ぶなの園」整備 9.5 億円、97 ～ 03 年度
に鍵沢橋橋梁整備 10 億円、98・99 年度に弁天ト
ンネル整備 9.5 億円、00 ～ 06 年度に蛭山橋橋梁
整備 10.7 億円など大規模公共事業が相次ぎ実施
されている。これらには多額の村債が充当された
こともあって、03 年度に村債現在高は 58 億円（一
部は普通交付税措置の対象）に達し、村民 1 人当
り 145.1 万円（94 年度 65.5 万円）で、県内トッ
プクラスになった。積立金現在高（財政調整、減債、










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































本的支出の合計でみると、1986 年度 447 百万円
（うち収益的支出 402 百万円）から 2001 年度 879
百万円（同 809 百万円）までおおよそ一貫して増
大し、02 年度 876 百万円（同 829 百万円）、03 年
度 836 百万円（同 774 百万円）、04 年度 818 百万
円（同 785 百万円）で減少している（表 5 ～表 7）。








で、1986 年度 57 百万円から 00 年度 409 百万円
まで増大し、04 年度でも 369 百万となっている
点である（表 5）。







1986・87 年度 58.6％であったのに対して、01 年








　沢内病院における患者 1 人 1 日当りの診療収
入（合計）は 1986 年度 19,740 円まで増大したが、
87 ～ 91 年度は 18,750 円～ 19,182 円で推移し、
入院と歯科外来の落ち込みが激しかった（表 8）。
92 年度に上昇したものの、95 年度まで 2.1 万円
程度で変わらず、96 年度に 29,169 円となってか
らは 01 年度の 38,718 円まで増大し、入院、医科
外来、歯科外来のいずれも増となる。02 ～ 06 年
度は 38,569 円、38,486 円、39,193 円、39,836 円、







は医科のうち入院で 1 件当り 18.2 万円（1 件当り
日数 17.2 日）、外来で 1.9 万円（2.8 日）、老人保
健以外は入院で 13.2 万円（12.7 日）、外来で 9,961
円（1.9 日）であり、98 年度は順に 32.6 万円（17.6
日）、2.3 万円（2.7 日）、14.4 万円（9.5 日）、1.1
万円（1.9 日）であり、いずれにしても老人保健
の方が収入額は多い。
　患者数合計は 1986 年度 56,580 人から 91 年度
61,823 人まで増減するが、92 年度 60,161 人以降
は 96 年度 68,553 人（最高）まで増大し続ける（表
9）。96 年度には 1 日平均患者数も 231.1 人で最高














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































万人前後になり、00 年度は 47,480 人（1 日平均
184.7 人うち入院 19.5 人）で危機的な状況に直面
した。そして 04 年度以降ほぼ一貫して減少し、
08 年度 35,920 人（1 日平均 130.5 人）で、とくに
医科外来の落ち込みが激しい。
　医科外来患者数のうち 70 歳以上は例えば、月
平 均 で 1995 年 度 1,698 人（ 対 合 計 3,965 人 比
42.8％）、99 年度 1,904 人（同 3,532 人比 53.9％）、





比率は 1995・96・97・01・02・03 年度に 100％
を超えた一方で、89・00 年度は 90％を割ってお
り、医業収支比率も 93・94・99・00 年度に 70％
台になり、きわめて深刻な状況となっている（表
10）。病床利用率は増減が激しく、86 ～ 92 年度
61.6％～ 78.2％、93 ～ 99 年度 60.5％～ 86.1％、










　沢内病院の職員数は 1986 年度から 91 年度まで
39 名前後を維持し、92 ～ 94 年度に事務員 2 名増
で 42 名となり、その後、事務員や労務員を削減
する代わりに（正）看護師を大幅増員し 96 ～ 98
年度に 47 ～ 49 名で最多となる。97 年度に医師














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































科が開設されていた。2002 年 10 月に「10 対 1 看
護補助加算」および「一般病棟入院基本料Ⅰ群
2」、06 年 4 月に看護補助加算 2、入院時食事療養
（Ⅰ）、栄養管理実施加算、褥瘡患者管理加算、電
子化加算、07 年 1 月に「13 対 1 の看護基準」に










　次に国保特会である。歳入合計は 1986 ～ 2000
年度 328 百万円～ 365 百万円でほとんど変化して
いないが、その構成で例えば、国庫支出金が減少
し、国保税が微減し、その他の収入が微増して
いる（表 12）。歳入はその後急増し、01 年度 385
百万円（うち国保税 107 百万円）、02 年度 405
百万円（同 111 百万円）、03 年度 463 百万円（同




　歳出合計は 1986 ～ 00 年度 268 百万円（98 年度）
～ 346 百万円（89 年度）で比較的変動が激しく、
01 年度 326 百万円、02 年度 352 百万円、03 年度































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ば 2001 年度 69 千円、04 年度 66 千円は県内町村
の平均で、保険給付額は順に 131 千円、156 千円
で平均より高めである（決算カード）。そして、
西和賀町の 09 年度の数値をみると、順に 80 千円、
310 千円で、前者は上位に位置するのに対して後
者は最高になるまでに増大している。
　被保険者数（年間平均）は 1986 年度 2,752 人
から 99 年度 1,492 人まで一貫して減少し、00 年









増大しており、歳入は 1986 年度 219 百万円、87
年度 212 百万円であったが、95 年度 370 百万円、









　老保の対象者（年平均）は 1986 年度 597 人か
ら 2002 年度 985 人まで増加し続け、03 年度以降、
制度改正のために減少に転じている（表 15）。年
間 1 人当り医療費は 86 年度 35.1 万円、87 年度
34.1 万円から増加傾向を示し、99 年度に 60.7 万
円で最高となり、合併前の 04 年度まで 53.2 万円
～ 58.8 万円で推移している。合併後でみると、






　老人医療費に関して 1987 年度は入院 420 件、1.1
億円、入院外 6,317 件、8.3 千万円、歯科・調剤
等 1,076 件、1.2 千万円、2004 年度は順に 602 件、
2.0 億円、12,149 件、2.3 億円、3,981 件、6.8 千万
円で、いずれも大きく増加している。入院と入院
外では件数のピークは前者 01 年度 757 件（2.6 億




は制度開始の 2000 年度に 3.2 億円であったのが、
04 年度 4.1 億円まで増大し、合併後も歯止めが
かかる状況は全く見られない（表 16）。要介護
認定者数 39）は増加の一途を辿り、また給付件数
は 2000 年度 3,688 から 04 年度 6,908 まで急増し、






料第 1 号被保険者基準月額は 03 ～ 05 年度 3,700































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































　増田院長の 65 歳定年退職直後の 1999 年度に庁
内機構改革により健康管理課（増田の課長職は




















本計画）』（2000 年 3 月）に記載されたことで重





















　2000 年 6 月広報によれば、人間ドックと称さ
れる総合成人病検診（現在では日帰り）の受検者
が 1999 年度 396、00 年度 374 と減少傾向にあっ
たために、アンケートを実施したところ、ドック
を希望しない理由をあげた 311 人のうち「どこも
何ともない」54 人、「仕事の都合」24 人など 123
総合政策　第13巻第 2 号（2012）
表１７　旧沢内村と西和賀町の介護保険に関する統計
2000 年度 2001 年度 2002 年度 2003 年度 2004 年度 2005 年度 2005 年度
年間平均 1 号被保険者（人） 1,295 1,325 1,361 1,387 1,419 1,421 ―
年間平均 2 号被保険者（人） 4 5 3 4 3 4 ―
要介護認定者数（年度末） 159 178 171 225 242 243 ―
要介護・要支援認定者（年度末） 183 194 195 ― ― ― 302
年間 1 人当保険給付費 228,390 263,982 248,784 252,367 274,303 163,081 ―
介護保険給付費合計（件数） 3,688 5,213 5,338 6,013 6,908 3,876 ―
　　　　〃　　（円） 296,678,539 349,188,419 338,050,251 349,410,739 389,236,434 231,738,326 ―
　うち施設サービス（件数） 703 753 815 791 800 452 ―
　　　　〃　　（円） 213,851,607 229,029,416 209,490,117 200,608,957 210,824,683 128,060,441 ―
　うち居宅サービス（件数） 2,792 4,172 4,197 4,925 5,749 3,280 ―
　　　　〃　　（円） 82,118,045 119,066,981 127,235,039 147,252,550 176,603,334 102,961,149 ―
　うち高額介護サービス（件数） 193 288 326 297 359 144 ―
　　　　〃　　（円） 708,887 1,092,022 1,325,095 1,549,232 1,808,417 716,736 ―
（注）１．介護保険料（基準月額）は合併前（2005 年度）で旧湯田町 3,800 円、旧沢内村 3,700 円、合併後（06 年度）で 3,800 円である。













































町も地方債残高（町民 1 人当り 2004 年度末 134.9
万円）で県内トップクラスであった。
　2002 年 11 月から 03 年 3 月まで両町村職員か
らなる広域行政検討会が開催され、その成果は
03 年 3 月に報告書としてまとめられ、両町村長
に提出された。次いで、03 年 3 月 25 日に任意合
併協議会（会長沢内村長）、04 年 1 月 26 日に法
定合併協議会（会長湯田町長）が設立され、後者
























































































　なお、2003 年 12 月 1 日～ 5 日には両町村民 20
歳以上を対象にした住民意識調査が実施されてい
た（回収率 87％、有効回答 5,579 人＝湯田町 2,799











　2005 年 11 月の合併から西和賀町は合併前の旧
町村長対決となった町長選挙を制した旧沢内村長
の下でスタートしたが、地域経済・社会および自
治体行財政の激動により、08 年 3 月に「西和賀
町総合計画」（第一次基本構想 08 ～ 17 年、前期


























福祉計画・同介護保険事業計画）」（2006 年 3 月）
では将来人口として平成 26 年（2014 年）に 6,529
人（06 年 7,595 人）、65 歳以上人口で 2,811 人（同
2,905 人）、高齢化率は 43.1％（同 38.3％、沢内村
97 年度末 28％、04 年度末 37％）に達すると推
計されている。06 年に 65 歳以上 1 人暮らし世帯
は 426、高齢者世帯は 654、したがって高齢者の
み世帯は 1,080 で、総世帯数の 42.6％（16.8％＋
25.8％）を占めるが、今後、その比重はさらに高
くなると見込まれる。
　65 歳以上国保病類別疾病状況（2005 年 5 月診
療分）をみると、旧湯田町、旧沢内村ともに第 1






















別養護老人ホーム（50 人定員 2 ヵ所）、老人保健














































































2001 年度 2002 年度 2003 年度 2004 年度 2005 年度 2006 年度 2007 年度 2008 年度
稼動日数 245 277 278 274 257 256 262 254
医療保険・訪問看護（延人数） 196 180 153 210 167 145 103 142
医療保険・訪問診療（延人数） 441 562 580 635 639 71 88 87
介護保険・居宅療養管理指導（延人数） 411 431 490 922 577 472 456 437
介護保険・訪問看護（延人数） 410 658 850 561 942 877 854 727





















いる。07 年 9 月末現在、正会員は 77 人（うち町
外 4 人）、賛助会員は 6 人（同 5 人）であったが、
10 月末にはＮＨＫテレビ放映の影響もあり、正
会員が 100 人、賛助会員が 15 人に増加している。
代表者は太田祖電であるから、今では最も貴重な
証言者、貢献者ということになる。
　2008 年 2 月の記録映画「いのちの作法−沢
内『生命行政』を継ぐ者たち−」の完成も追い
風となり、08 年 10 月に「深沢まさお資料館」が
開館に至っている。病院敷地内にある旧看護師宿
舎を町から譲り受け、日本宝くじ協会の助成 2.2
千万円等により整備された。09 年 11 月の劇映画
「いのちの山河−日本の青空Ⅱ−」劇場公開
（西和賀町長をはじめ県内の有志による上映運動
を成功させる岩手の会 08 年 12 月結成）も「生命
行政」を再び世に知らしめる機会となり、資料館
は 10 年 11 月 10 日に来館者 1 万人を達成した。







成当初、正会員は 40 名、賛助会員も 40 名程度で、
前者については 11 年 4 月現在でも同数である。
2008 年 1 月に「沢内いのちの研究所」を設立し、
生命行政の検証を開始している。
３．合併後における生命財政
　2006 年 12 月に西和賀町行政改革大綱（以下、
行革大綱と略称する）が「ともに支えともに生き
る（西和賀町老人保健福祉計画・同介護保険事業
計画）」（06 年 3 月）より後に、そして、「西和賀










































　同じく 2006 年 12 月に行政改革大綱実施計画
（集中改革プラン）が策定されている。「集中改革
プラン」という副題が付けられているが、これは












件費の削減 1.67 億円、経常的な経費の見直し 1.85
億円、補助金等の整理統合 1.38 億円があげられ、
歳出削減効果額は 4.9 億円、財政効果合計は 6.07
億円である。また、職員数の削減（2006 ～ 10 年度）
については、05 年度 205 人から 10 年 4 月 1 日現












ける歳出総額は 2006 年度 6,671 百万円、07 年度
6,641 百万円、08 年度 6,510 百万円で微減してい







834 百万円、07 年度 567 百万円、08 年度 542 百万円）
に対して地方交付税（3,801 百万円、3,908 百万円、























る。さらに、町債現在高は 06 年度末 10,218 百万

























しい（表 5）。入院は 06 年度に 8.7 千万円（04 年
度 19.5 千万円）で、危機に直面し、外来は 08 年
度 22.6 千万円（同 38.4 千万円）まで減少してい
る。また、患者 1 人 1 日当たり診療収入でも入院
は大幅減である。これらに対して医業外収益にお
ける他会計補助金が 08 年度に 17.7 千万円（04 年























2006 年度に 6.2 千万円に大幅に減少している。「国
民健康保険沢内病院改革プラン（沢内病院事業経















減少が著しく、04 年度、06 年度、08 年度の数値
をあげると入院 8,677 人、4,382 人、7,019 人、医
科 外 来 31,899 人（281 日 ）、25,521 人（278 日 ）、
21,555 人（267 日）、1 日平均患者数でみると、入
院 23.8 人、12.0 人、19.2 人、医科外来 113.5 人、
91.8 人、80.7 人である（表 9）。平均在院日数は 03


































合計 61 人で、正職員 39 人（うち県派遣医師 1 人、
歯科衛生士兼務 1 人）、看護業務委託 4 人、歯科
技工委託 1 人、給食業務委託 4 人、医事業務委託
7 人、清掃業務委託 1 人、運転業務委託 1 人など
からなる。これに県内で唯一院内に設置されてい







　朝日新聞 2009 年 3 月 23 日付によれば、沢内病




































計画（案）」を 08 年 11 月に公表したが、その作




















2009 年 3 月に策定された「西和賀町国民健康保
険沢内病院改革プラン」（以下、沢内病院改革プ







金 08 年度見込 1.40 億円の範囲内であることが一
つの目安となっている。」とし、経営健全化にとっ
ての明確な基準がみられる。
　経常損益は 2007 年度▲ 26 百万円、08 年度▲
59 百万円（医業収益の落ち込みは 7 月からの院
外処方箋の発行に伴う診療報酬の減少のため）か
ら 09 年度▲ 21 百万円、10 年度▲ 6 百万円まで
改善し、11 年度に 14 百万円で黒字に転換するこ













































































































































































































































































































































　増田進の 1963 年の着任から 2008 年までに 17、
8 人の常勤医師（歯科除く）が沢内病院で勤務し
たが、勤務期間は 7 ヶ月から 10 年まで幅広く、平
均は 2、3 年である。岩手県立病院勤務経験者ない



















































　2011 年 9 月現在、病院長は空席である。直近
の院長は 08 年 4 月から 10 年 12 月まで在籍した









年 11 月～ 09 年 11 月）も何ら関係がないとは必
ずしも言えない。09 年 5 月に医師 1 人が着任し、
常勤 3 人に増え、これに伴い実現した町独自の招







































































































































































































































手県立大学総合政策学会『総合政策』第 12 巻第 1 号、
2011 年 1 月）、同「佐久総合病院・若月俊一と農村
地域医療の課題−人間発達の地方行財政に向けて
−」（立命館大学経済学会『立命館経済学』第 59
巻第 6 号、2011 年 3 月）、同「岩手における地域医療
の歴史と地方自治体の役割−県立病院等の成果と
課題−」（岩手県立大学総合政策学会『総合政策』







































































延人数で 5000 人を超えております。」「昭和 56 年 6 月、
血圧計の普及に関してのアンケート調査を行い、健康
管理課を通して各家庭から注文を受け、血圧計の斡旋
をしました。昭和 57 年 12 月末現在で血圧計の普及は
3 戸に 1 台の割合で持っており、これが脳卒中予防の
対策の一つとなり、…。」と述べている。なお、西和
賀町提供の資料をみれば、家庭訪問（保健福祉課分）












































なり、1970 年代を通して 1 日平均外来患者数は 140
～ 162 人、入院患者数は 70 年代後半 30 人以上（78





の収支は 1964 年度から 72 年度まで 70 年度を除いて
黒字であったが、73 年度から 77 年度まで連続赤字で、





報は 1992 年 1 月号から 4 月号までシリーズ「病院経
営の方向−経営診断報告書から−」と題して
整理している。92 年 2 月号では「職員配置の適否は、
職員数と業務量とのバランスでも見る必要がある。ま
ず、医師について診療科別医師 1 人 1 日当り患者数に
ついて見ると、平成 2 年度実績では入院数で 8.8 人（類
似規模病院平均 8.6 人）、外来総数で 41.3 人（〃 32.3 人）
である。当病院は入院患者に対する外来患者数が多い
こと、更に平成 2 年度では医師が前年度より 1 名減に
なったこともあり、医師 1 人 1 日当り患者数では平均
















26）保健師数は 1986 年度沢内村 4 人（湯田町 3 人）、96 年
度 3 人（同 3 人）、2005 年度 3 人（同 2 人）、06 年度
















の 46 年−』（めんこいエンタープライズ、2004 年）
を読む限り、土建政治家の性格が強いように思われる。
30）「広報さわうち」（1987 年 7 月 25 日）では北島の行政
改革推進委員会会長としての仕事から、彼の生命行政
に対するスタンスの一端を垣間見ることができる。行
政改革推進委員会が 85 年 8 月 12 日付で村長より諮問
のあった「村行政改革の推進について」のうち「村単
独事業の見直し」について、とくに老人医療無料化施




























































37）入院収入 1990 年度 97.6 百万円、94 年度 95.8 百万円、





手術収入 7％、11％、7％、11％、6％（86 年度 9％）、
投薬収入 6％、5％、3％、4％、3％（86 年度 5％）で、
入院料の増加に対して給食収入と投薬収入が減少して
おり、入院基本料の伸びが大きいと考えられる（検
査・X 線 86 年度 6％）。平均在院日数は 01 年度 22.2 日、
02 年度 23.4 日、03 年度 22.5 日、04 年度 22.7 日、05
年度 21.6 日、06 年度 21.3 日、07 年度 20.1 日である。
　一般外来収入 1990 年度 206.4 百万円、94 年度 255.7
百 万 円、98 年 度 389.9 百 万 円、02 年 度 350.2 百 万
円、06 年度 283.6 百万円の構成比をみると、投薬収入
47％、48％、50％、57％、65％（86 年度 46％）、再診
料 12％、16％、13％、10％、9％（86 年度 12％）、処
置及び手術収入 8％、10％、3％、4％、4％（86 年度
7％）、検査収入 7％、6％、12％、7％、7％（86 年度
10％）、初診料 4％、3％、3％、2％、2％（86 年度 5％）、
注射収入 3％、4％、3％、6％、3％（86 年度 3％）で、
投薬収入の増加に対して再診料、処置及び手術収入が












医師 2 名、歯科衛生士 2 名、歯科技工士 2 名、助手 1 名、










2008 年度現在、歯科医師は 1 名である。
39）要介護認定者の内訳をみると、2000 年度で要介護 1 が
62 人、2 が 16 人、3 が 25 人、4 が 37 人、5 が 19 人、
01 年度で順に 66 人、32 人、21 人、34 人、25 人、02
年度で 71 人、27 人、24 人、28 人、21 人である。





































あったが、2006 年 7 月より休止せざるを得なくなり、








内在住の 20 歳以上の方（2011 年 3 月末現在 5,965 人）
を対象とし、無作為抽出による 1,200 人程度に調査
票が送付された（配布・回収ともに郵送）。調査期間
















































ど）は旧湯田町の 2002 年度 120 回、1,454 人（延べ）、
03 年度 96 回、1,027 人、04 年度 84 回、1,047 人に対




02 年度一般 134 回、2,028 人（延べ）、総計 224 回、2,859
人、03 年度 84 回、1,417 人、185 回、2,311 人、04 年
度 89 回、1,399 人、182 回、2,470 人に対して、旧沢
内村は 75 回、1,041 人、279 回、3,698 人、100 回、1,680
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